
皆様こんにちは、ヨコレイひまわり発電所です。

例年より早いインフルエンザの流行が見られます。感染予防を

しっかり行い、元気に過ごしたいですね。

それでは今月も、ひまわり通信にお付き合いください。

改正電気事業法が成立 太陽光発電設備の設計を第三者が確認

国際的なエネルギー情勢の変化や、国内におけるDX・GX（※）の進展に伴い、今後の電力需要の増加が見込

まれています。こうした状況に対応し、電力の安定供給とエネルギー安全保障を維持・強化するため、「電気

事業法の一部を改正する法律」が制定されました。本法案では、送電網や電源の整備促進、電力事業の安定的

・持続的な発展に向けた環境整備、そして再生可能エネルギー設備の安全性向上といった包括的な措置が講じ

られています。特に太陽光発電設備の安全性向上について、従来の電気事業法では設置者責任の原則に基づき

、事業者が保安規程の制定や主任技術者の配置を通じて自主保安を行う仕組みが基本とされていました。しか

し近年、小規模な太陽光発電設備等において設計不備や施工不良による事故が課題となっています。この課題

に対処するため、土木建築の専門性を備えた第三者機関（登録適合性確認機関）が、工事前に設置物の強度や

構造に関する技術基準への適合性を確認する制度が導入されます。また、事故発生時の原因究明や再発防止に

おいて設置者だけでの対応が難しいケースを考慮し、製造業者、輸入販売業者、工事業者などの関係事業者に

対して、設置者への協力努力義務が課されます。協力が得られず安全確保に支障が生じる場合には、経済産業

大臣による勧告や公表が行われるほか、関係事業者への報告徴収、立入検査、および製品等の提出命令を可能

とする規制強化が実施されます。これらの措置により、エネルギー供給基盤の強靭化と安全性・信頼性の高い

電力市場の実現が期待されます。

（※DX：デジタルトランスフォーメーション デジタル技術で業務やビジネスモデルを変革して競争力を高めること）

（※GX：グリーントランスフォーメーション 温室効果ガスの排出削減と経済成長の両立を目指す取り組み）



ヨコレイ太陽光発電 8月の発電量

942. 5 kWh

■横浜市の天気概況 <気象庁HPより>

日 照 時 間：197. 6 時間（先月：190. 0 時間）

平均最高気温： 31. 5 ℃  （先月： 31. 4 ℃ ）

0120-37-4501
（受付時間 9:00～18:00 土日祝日を除く）

※本紙の配信停止をご希望の方は、ご連絡ください※

(株)ヨコレイ 法人向け太陽光発電

ひまわり発電所
https://yokoray.co.jp/solarenergy/

太陽光パネル購入補助廃止へ 次世代型導入に重点 環境省

環境省は、太陽光発電設備の導入支援事業において、太陽光パネル本体への補助金を廃止する方針を固めまし

た。対象外となるのは、2027年度以降に新設する従来型のシリコン製パネルの購入費です。なお、工事費は

原則として引き続き支援の対象とし、既存の継続事業に対する補助も維持される見込みです。従来型の太陽光

パネルは、中国が世界市場の8割超を占めており、日本の国内供給も大部分を輸入に依存しています。世界的

な大量生産を背景に価格はピーク時の半額程度まで下落しました。一方、日本は次世代型太陽電池「ペロブス

カイト」の主原料であるヨウ素で世界第2位の生産量を誇ります。環境省は今後、産業競争力の強化を図るた

め、国内で原料調達が可能なペロブスカイトの導入支援に

重点を置く方針です。2040年にはペロブスカイトにより、

原発20基分に相当する20ギガワットの発電量を賄う目標

を掲げています。また、太陽光発電事業を巡っては大規模

開発に伴うトラブルが相次いでいることから、環境破壊や

災害リスクの少ない「地域共生型」の再生可能エネルギー

導入を促す狙いもあります。

@yokoray_official
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防災訓練を実施しました

９月２日（水）、ヨコレイにて防災訓練を実施いたしました。午前10時

に首都直下地震が発生したとの想定のもと、LINEを活用して社内・各現

場事務所・休暇中の全社員を対象に安否確認を行いました。続いて、社

内メンバーを中心に、自社の太陽光発電システムを停電時に使用するた

めの「自立運転機能」への切り替え作業や、非常用発電機の動作確認を

実施しました。その際、使用頻度の低さが原因で発電機に動作不良が生

じていることが判明しました。今回の訓練によって、いざという時に発

電機が使えないという重大な事態を未然に防ぐことができました。防災

用品の日常点検の重要性を改めて実感するとともに、社員同士で危機管

理意識を高め合う良い機会となりました。今後も定期的な防災訓練を重

ね、いざという時に備えてまいります。


